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第１章　ポストコロナ社会の公共施設を考える
1　公共施設の存在が否定される可能性
2　学校教育の形態と施設の対応が変わる可能性
3　庁舎や「公の施設」にも発想の転換が必要に

第2章　学校施設の最大限活用 
1　学校施設の活用がなければ「縮充」は達成できない  
2　学校施設の管理を校長の責任から切り離す
3　現在の学校施設が変わる可能性を視野に  
4　地域の不安をあおる学校の統廃合は先延ばしに   
5　小学校の地域開放が合理的な選択肢になる

第3章　公民連携で民間の力を引き出すために 
１　公民連携による公共施設マネジメントは包括委託から  
２　包括委託導入の背景とねらい  
３　包括委託導入による効果  
４　包括委託の普及に向けた課題  
５　公民連携の基礎は適正な「リスク分担」  
６　指定管理者制度におけるリスク分担を参考にする   
７　やってみればハードルは低い  
８　施設を所有することのリスクを考え、「持たない」経営 

第4章　縦割りを越える「プロジェクト」手法
１　積み上げ方式の限界   
２　手法としてのプロジェクト方式  
３　縦割りを越えるプロジェクトの推進手法  
４　「政策」と「実践」の間には「死の谷」が  

第5章　データに基づくマネジメント  
1　包括委託でも、保全計画でもデータ活用が鍵   
2　厳しい総合管理計画見直しの取り組み  
3　公共施設の経済的評価方法 

第６章　地方財政とマネジメント  
1　コロナ禍における転換  
２　財政力指数と財政運営 

統廃合だけでは対応できない！
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学校は？避難所は？公民館は？コロナ禍で
激変した公共施設のあり方を提言

コロナ禍で３密を避け利用されなかった公共施設、災害時の避難所として十分確保で
きなかった施設のあり方を検証し、限られた財源でもできる学校施設の複合化・多機
能化など施設を更新し、住民の命と財産を守る方法を提言する。

南 学［編著］

公共施設
マネジメント

ポストコロナ社会の
統廃合だけでは対応できない！

庁舎・学校・図書館・公民館・避難所が変わる

学陽書房

目
　
　
次

〒102－0072  東京都千代田区飯田橋1－9－3  
TEL. 03－3261－1111  FAX. 03－5211－3300

弊社HPは
こちらから

Twitter
Facebook やってます!学陽書房
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